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（平成３０年４月１日から平成３０年９月３０日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士見市下水道事業 

  



１ 平成３０年度上半期の状況 

 

（1）事業の概況 

  

ア 業務 

  本年度の上半期は、前年同期と比較して水洗便所化人口で、1,068 人（1.02％）

の増加となっており、１日平均処理水量は 6 ㎥の減少、有収水量は、18,128 ㎥の

増加となっております。 

     年 度 

 区 分 

平成 30年度 

上半期 

平成 29年度 

上半期 

比 較 

増 減 増減率（％） 

水洗便所化人口（人） 105,656  104,588  1,068  1.02  

1日平均処理水量（㎥） 32,195  32,201  △6  △0.02  

有 収 水 量（㎥） 5,201,754  5,183,626  18,128  0.35  

 

  イ 建設改良事業 

   公共下水道の汚水事業につきましては、砂川堀第４－２処理分区（大字勝瀬地内）

及び江川第３処理分区（鶴瀬東１丁目地内）の管渠築造工事を実施しています。雨

水事業につきましては、新河岸川第五排水区（別所堀）の幹線管渠工事を実施して

います。特定環境保全公共下水道事業につきましては、新河岸第１４処理分区及び

新河岸第１６－１－１処理分区（大字南畑新田地内）の管渠築造工事を実施してい

ます。 

 

（2）経理の状況（税込） 

   上半期における経理の状況は、次のとおりです。 

   ア 収益的収入及び支出                    （単位:千円） 

 収 入 支 出 

科目 予算現額 執行額 執行率 科目 予算現額 執行額 執行率 

事 業 収 益 1,804,621 581,673 32.23 事 業 費 1,544,056 223,766 14.49 

営 業 収 益 1,272,003 579,567 45.56 営 業 費 用 1,362,129 137,570 10.10 

営業外収益 532,617 1,881 0.35 営業外費用 180,887 86,189 47.65 

特 別 利 益 1 225 22,532.40 特 別 損 失 540 8 1.48 

    予 備 費 500 0  0.00 

   イ 資本的収入及び支出                    （単位:千円） 

 収 入 支 出 

科目 予算現額 執行額 執行率 科目 予算現額 執行額 執行率 

資本的収入 967,751 65,105 6.73 資本的支出 1,870,428 609,359 32.58 

企 業 債 799,800 0 0.00 建設改良費 1,015,083 250,156 24.64 

国庫(県)補助金 98,520 0 0.00 企業債償還金 747,581 359,203 48.05 

負 担 金 69,431 65,105 93.77 予 備 費 1,000 0 0.00 

 



２ 平成２９年度決算の状況 

 

（1）事業の概況 

 

  ア 業務 

事    項 平成２９年度 平成２８年度 
比   較 

増  減 比  率 

現在処理区域内人口(A) 109,050 人 108,629 人 421 人 100.39 ％ 

行政区域内人口 ( B ) 111,016 人 110,650 人 366 人 100.33 ％ 

普 及 率 ( A ) / ( B ) 98.23 ％ 98.17 ％ 0.06 ％ －   

水洗便所化人口 ( C ) 105,187 人 103,893 人 1,294 人 101.25 ％ 

水 洗 便 所 済 戸 数 53,320 戸 52,340 戸 980 戸 101.87 ％ 

水 洗 化 率 ( C ) / ( A ) 96.46 ％ 95.64 ％ 0.82 ％ －   

年 間 処 理 水 量 12,346,734 ㎥ 11,919,078 ㎥ 427,656 ㎥ 103.59 ％ 

年 間 有 収 水 量 10,388,612 ㎥ 10,261,454 ㎥ 127,158 ㎥ 101.24 ％ 

１ 日 平 均 処 理 水 量 33,827 ㎥ 32,655 ㎥ 1,172 ㎥ 103.59 ％ 

 

 

  イ 建設改良事業 

公共下水道の汚水事業につきましては、柳瀬第 9 処理分区（大字水子地内）を 

541.2m、柳瀬第 10-1処理分区（大字水子地内）を 22.1ｍ、江川第 4処理分区（大字

水子地内）を 172.6ｍ、それぞれ単独事業として合計 735.9mの管渠築造工事を実

施しました。 

雨水事業につきましては、新河岸川第五排水区の幹線管渠（別所堀）（□1600×1600、

□2200×1700）を国庫補助事業として 89.4ｍの管渠築造工事を実施しました。 

次に、特定環境保全公共下水道事業につきましては、新河岸第 14 処理分区（大字

下南畑）を国庫補助事業として 709.1m、単独事業として 858.9m、新河岸第 12-2-2

処理分区（大字上南畑、大字勝瀬地内）を国庫補助事業として 708.1ｍ、合計 

2,276.1ｍの管渠築造工事を実施しました。 

  



（2）経理の状況 

 

ア 収益的収入及び支出 

    収入総額は１,７７３,５９６,５２６円（税込金額１,８４７,９９８,１０３円）

で、前年度より２.２１％の減となっております。 

下水道使用料については、９３０,０８５,１６８円（税込金額１,００４,４９１,

９７１円）となり、前年度と比較して１．３６％の増となりました。 

支出総額は、１,４７８,４３３,９９９円（税込金額１,５２３,７３０,３４０円）

で、前年度よりも０.１３％の減となっております。 

この結果、純利益２９５,１６２,５２７円を計上しております。 

 

イ 資本的収入及び支出 

収入総額 ８３３,８８４,７６０円（税込金額８３４,０１５,５００円）に対し

て、支出総額は１,４６２,１３６,７０６円（税込金額１,５１０,０５４,１４５円）

となりました。 

この結果、税込収支における差引不足額は６７６,０３８,６４５円となり、この

不足額については、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２９,１０５,

２３６円、過年度分損益勘定留保資金５６５,５８４,５８６円及び当年度分損益勘

定留保資金８１,３４８,８２３円で補填しております。 

 

  収益的収入及び収支（税抜）                    （単位：円） 

 収 入 支 出 

科目 決算額 構成比 科目 決算額 構成比 

事 業 収 益 1,773,596,526 100.00 事 業 費 1,478,433,999 100.00 

営 業 収 益 1,241,351,835 69.99 営 業 費 用 1,273,915,578 86.17 

営業外収益 528,774,291 29.81 営業外費用 203,346,020 13.75 

特 別 利 益 3,470,400 0.20 特 別 損 失 1,172,401 0.08 

  資本的収入及び収支（税込）                    （単位：円） 

 収 入 支 出 

科目 決算額 構成比 科目 決算額 構成比 

資本的収入 834,015,500 100.00 資本的支出 1,510,054,145 100.00 

企 業 債 503,200,000 60.34 建設改良費 729,877,422 48.33 

国庫(県)補助金 135,310,000 16.22 企業債償還金 780,176,723 51.67 

負 担 金 195,505,500 23.44    

 

 


